
別紙１

法人名： 社会福祉法人　大阪府社会福祉事業団

事業所名： 障がい者支援施設みずほおおぞら

サービス種別： 就労継続支援B型

対象事業

事業実施前の状況・
課題

事業の内容

事業の実績・効果
（※1）

今後の課題・取組み

対象経費の支出済額 156,599 円

経費の内訳
（※2）

補助金所要額 156,599 円

担当者名・連絡先

※2　「経費の内訳」及び支払った事実が確認できる書類（領収書等）を添付すること。

※1　「事業の実績・効果」が確認できる資料（事業実施前との比較、成果物等がわかるもの）を添
付すること。

私たちは、生産活動の一環として飲食店の出店を行い、さらに子ども食
堂や地域イベントなど、幅広い場面で多様な食事メニューを提供していま
す。その中で、地域のお客様から「○○が食べたい」といった具体的なご
要望を多数いただいておりますが、現時点ではそのニーズに十分に応え
ることができていないのが実情です。

・かき氷機（Pudibei 300W-200KG/H-5L） ￥49,680
・圧力炊飯器（NW-FB18-BZ）￥92,000
・ホットサンドメーカー（BRUNO BOE084 ）￥11,562
・電気ケトル(KO4901JP ) ￥3,357

障がい者支援施設みずほおおぞら（辻　弘樹）
電話番号： 06-6848-3644
メールアドレス： mizuho-syub@osj.or.jp

生産活動開拓モデル事業　実績報告書

（１）新商品の開発及び既存商品の改良事業

かき氷機、圧力炊飯器、ホットサンドメーカー、電気ケトルを導入すること
で、幅広い新メニューの開発と提供を行います。

新たな調理器具の導入により、お客様の多様なニーズに応じた新メ
ニューを4種類(ホットサンド・豚丼・肉うどん・おにぎり）を提供できるように
なり、お客様満足度の向上にも繋がっています。更に電気ケトルを導入し
たことで、調理にお湯を使用するメニューの提供スピードが約5分早くなり
ました。また、新メニューの導入に伴い調理工程が増加したことにより、
ご利用者の皆さんからは「料理が好きになった！家でも作ってみた！」と
いう声が寄せられています。これにより、調理技術の向上に加え、意欲や
自信を高めることができています。

夏季には、かき氷機を活用して子ども食堂や地域イベントに出店し、地域
のニーズにさらに的確に応えていく予定です。
また、飲食店では既存の調理器具と新たに導入した機器を組み合わせ
ることで、多彩なメニューを提供し、ご利用者の調理技術向上を図るとと
もに、工賃の向上を目指します。



生産活動開拓モデル事業
実績報告書（別添資料）

飲食店

CAFÉオオゾラヤでの効果について

社会福祉法人 大阪府社会福祉事業団
障がい者支援施設みずほおおぞら



ホットサンドメーカー導入に伴い、
新メニューとして、ホットサンドを提供しています。
お客様からも美味しいとのお声を頂いています。



圧力炊飯器の導入伴い、お米を使用したメニューを増やし
ています。ご利用者さんは自宅でもおにぎりを作る練習を
されるなど、作業意欲向上にも繋がっています。



既存のポットに加えて電気ケトルも導入したことで、混雑
時の提供スピードが約5分向上しています。ご利用者からは
慌てずに作業できると安心のお声をいただいています。



引き続き、新商品の開発及び既存商品の改良に努め、夏季
にはかき氷機も活用し、子ども食堂や地域のイベントにも
出店します。これらを踏まえて、ご利用者の就労機会の創
出、技術の向上、そして地域との交流・連携をより深めて
いきたいと考えています。

今後の展望


